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　新年あけましておめでとうございます。
　皆様にはご健勝で新年を迎えられました事、
心よりお慶び申し上げます。
　今年は、本学の源となった私立岩手病院、
医学講習所、産婆看護婦養成所を開設した明
治30年から数えて120年目にあたります。現
在、全国に医学部を擁する大学は81校あり
ますが、明治30年当時の医育機関は官立９校、
私立４校のわずか13校でした。私立４校のう
ち現在なお存続しているのは、本学と東京慈
恵会医科大学だけです。
　地方にあって、120年の歴史を繋いできた
私学は本学のみです。本学存続には、幾多の
苦難や危機的状況がありました。各時代で最
大限の努力をしてきたからこそ、現代に本学
が存在しているのです。先人の御労苦には頭
が下がる思いです。
　今年は開設日である４月20日に創立120周
年記念式典を開催、また、記念事業の核とも
なる1,000床の新附属病院が４月に着工され
ます。運用開始は平成31年秋を予定していま
す。また、創立者三田俊次郎は開設当初から
産婆看護婦養成所を併設しました。この意味

は、医師のみを育成しても地域医療の改善は
ない。看護婦、産婆（当時）の養成が必要と
の考えからです。チーム医療の概念すらな
かった明治の時代にこの考えで学校を創った
先見性に改めて敬意を表します。今年からは
念願の４年制看護学部が発足し、歴史に翻弄
され中断していた看護・助産・保健師の養成
が始まり、医・歯・薬・看護の医系総合大学
が完成します。
　この様に、本邦の医育機関の中で比類のな
い歴史と伝統を持つ本学は、教育・診療・研
究すべての面で本邦のトップクラスに位置し
なければなりません。教職員一人ひとりが本
学の歴史と理念を正しく認識し自信をもって
本学発展に寄与しなければ先人の大変な御労
苦を無にすることになります。また、後輩や
将来の国民医療のために、岩手医科大学を発
展させてゆく責務を負っていることを自覚し
て頂きたいと思います。そして今年を本学の
「更なる発展元年」と位置付け、皆で将来の
ための新たなスタートラインに立ち今後一人
ひとりが最大限の努力をすることを誓って頂
く事をお願いし、年頭の御挨拶と致します。

理事長　小川 　彰
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　明けましておめでとうございます。皆様方にお
かれましては、御健勝に新年を迎えられました
こととお慶び申し上げます。
　年明けとともに、本年は岩手医科大学にとり
まして記念すべき一年となります。本学創立120
年の節目にあたり、４月20日には全学を挙げて
記念式典の開催を予定しております。次に、こ
れ迄準備を進めてまいりました矢巾新病院の建
設が、本年よりいよいよ本格的に開始されます。
さらに医学部、歯学部、薬学部に続き、４月よ
り悲願でありました看護学部の新入生を迎える
ことになり、医・歯・薬・看４学部体制による名
実ともに医療系総合大学としてスタート致します。
　建学120年という長い歴史を刻んできた本学
でありますが、ここには数多くの先人から現教
職員の皆様方に至る情熱と努力に支えられて今
日に至ったものであります。現在、岩手医科大
学創立120周年記念誌を作製中ですが、建学か
ら今日に至る先人、諸先輩と皆様方の血と汗と
涙による苦節120年の歴史の集約であり、歴史
の重さを痛感致します。
　矢巾新病院は1,000床規模の世界屈指の大病
院として、平成31年９月に開院を予定しています。
その後に、内丸メディカルセンター建設に入りま
す。この矢巾新病院と内丸メディカルセンター
は、周辺医師会・歯科医師会や関連病院の先

生方と連携した病診・病病連携により従来以上
に地域医療に邁進するとともに、先進医療基地
として岩手全県のみならず、北東北、さらには
東北の中核拠点病院として貢献する重大な使命
を担っております。　
　矢巾新病院と内丸メディカルセンターという
大診療施設であり実習・研修病院と、矢巾キャ
ンパス内にすでに建設されている医・歯・薬・
看４学部（看護学部は新たに設置中）の教育・
研究施設が充実することになります。ここで同
時に進行させなければならないのは人造りです。
診療・教育・研究施設を最大限に駆使して、次
世代医療人となる学生教育と専門医療人として
の卒後教育を行い、医療イノベーションを振興
し、大学の特色を最大限に生かした魅力ある
岩手医科大学を情報発信し、本学卒業生のみ
ならず全国から多くの医療人を受け入れて、より
多くの高度専門医療人を養成していかなければ
なりません。今後は、岩手から東北のみならず、
日本全国さらに世界に雄飛する医療人造り（人
造り）が重要であります。
　岩手医科大学の教職員の皆様方が一致一丸
となり、新生岩手医科大学のさらなる発展に向
けてご理解とご協力を賜りますようお願い申し上
げます。

学　長　祖父江　憲治
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　  　アンチドーピングを間近に学んだ「希望郷いわて国体」１

特集

希望郷いわて国体、いわて大会における本学学生の活動報告

自由科目「アンチドーピング」：講義と活動　薬学部創剤学講座　教授　佐塚　泰之

　10月に開催された「希望郷いわて国体」において、薬学部の学生有志が活躍しま
した。ひとつは、岩手県薬剤師会が主催するアンチドーピングの啓発活動への参加
です。３年生から５年生の学生有志は、４日間にわたって盛岡・花巻・釜石の３市の
競技場に出向き、観客や選手、試合の補助員などにドーピングに関するアンケート
を実施し、市販の風邪薬などの服用により、身近に起こりうるドーピングの危険性
などについて説明しました。アンケートに答えてくれた人には、いわて国体のマスコット
が描かれた缶バッジなどを笑顔で手渡しました。
　そして、もうひとつの活動がドーピング検査補助でした。学生たちは、検査の対
象となったアスリートに、その旨を通告し、エスコートする「シャペロン」という重要
な役割を担いました。
　薬学部では第１期生から、さまざまな競技会に関わってきたとのことです。活動
に参加した学生は、アンチドーピングへの関心が高まり、その活動に携わるスポー
ツファーマシスト（＊）の資格を取得した卒業生も少なくないそうです。今回の参加
者の中からもスポーツファーマシストが生まれ、活躍の場を広げていくことでしょう。

　スポーツは、トップアスリートだけでなく、娯楽として、また、健康維持や疾病予防の観点から幅広い年代で親しまれて
います。しかしながら、よい記録を追求するあまりに、くすりに頼るドーピングが問題となっており、先般のリオオリンピッ
クでも、多くの話題を提供することとなってしまいました。一方、これに対するアンチドーピングの活動は世界的に展開され
ており、オリンピック、各競技の世界大会だけでなく、国内でも国民体育大会を始めとする様々な競技会でドーピング検査
が行われています。しかしながら、スポーツ選手や一般のスポーツ愛好家はくすりに関する知識が乏しく、特に日本におい
ては日常的に服用する医薬品によるうっかりドーピングが起きているのが現状です。そこで、くすりの専門家である薬剤師
が正確な情報をスポーツ選手に与える必要があり、日本アンチドー
ピング機構は、薬剤師を対象に公認スポーツファーマシストを認
定しています。
　本学薬学部では、薬剤師を目指す薬学部生の立場からもスポー
ツと薬の関わりを学び考えることが必要であることより、自由科目

「アンチドーピング」（講義責任者：佐塚、分担者：杉山育美助教（い
ずれもスポーツファーマシスト））を開講しております。
　本講義は、スポーツ領域への薬剤師の介入が必要であることを
アンチドーピング、特にうっかりドーピングの観点から学ぶととも

　昭和40年（1970）以来、46年ぶりに岩手県で開催された「希望郷いわて国体」。本大会と冬季大会のすべての競技を開催す
る完全国体となりました。
　平成28年10月１日から11日まで開催された「希望郷いわて国体」で、薬学部の学生たちが岩手県薬剤師会の「アンチドーピング」
の啓発活動に参加。競技場を訪れた市民らにアンケート調査を行いながら、アンチドーピングの大切さを訴えました。また、本
大会の後には、障がいのある方たちが参加する「希望郷いわて大会」も行われ、医学部の学生たちがサポートボランティアとして
活動しました。
　今号では、岩手医科大学父兄会報「啐啄」に掲載された本学学生の活動記事を、本誌においても共同企画として紹介いたします。
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に、アンチド−ピング活動の実際とド−ピング検査について知ることを主体としております。すなわち、薬学生のうちからスポー
ツ領域におけるドーピング禁止物質に関する詳細な知識を教授することよりも、大きな方向性と役割を明示しモチベーショ
ンを持たせることを講義目的としており、これにより、薬剤師となった後のスポーツファーマシスト取得というチャレンジが
可能となり、その使命を果たせるものと思われます。
　講義は、４ ～ ６年生を対象に開講されており、スポ−ツファーマシストの概要、スポーツ薬理学を講義するとともにア
ンチドーピングの実際の活動を説明しております。また、外来講師として卒業生を含むスポーツファーマシストに活動内容
を御紹介頂くとともにドーピング検査員に検査の実態を解説頂きました。さらに、以上の知識をもとにアンチドーピングの
観点からアスリートである患者の処方せんより処方薬が適切であるか否かをスモールグループディスカッションにて討論し、
その実際を学びました。
　本年は岩手国体が開催されたことより、本講義の受講者を始めとした何人かの学生が盛岡市、花巻市、釜石市でのアン
チドーピング活動に参加するとともにドーピング検査の補助者として活動しました。国内最大のスポーツ大会である国体の
第一線で活動できたことにより、体験した学生は各自の中に大きな財産を得たことと思います。

　公認スポーツファーマシストは、最新のドーピン
グ防止規則に関する正確な情報・知識を持ち、競技
者を含めたスポーツ愛好家などに対し、薬の正しい
使い方の指導、薬に関する健康教育などの普及・啓
発を行い、スポーツにおけるドーピングを防止する
ことを主な活動とする。公益財団法人 日本アンチ・
ドーピング機構より認定された資格制度。

　（スポーツファーマシストHPより）

● スポーツファーマシストの定義 ●

フォトアルバム
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 ■ 参加の理由は？
「国体が岩手で行われるという、希有なタイミン
グで関われる。良い機会だと思って参加した。」

 ■ 啓発活動はどうだった？
「自分もアンチドーピングについては、テレビの
ニュースで知る程度の知識しかなかった。市民
の人たちにアンケートの中のクイズを出すと、
やはり正答率が低かった。」

「一度、アンケートに答えたという方に、『この風
邪薬に禁止物質は、入っていますか』と質問さ
れた。こういう活動を通じて、関心が高
まると実感した。」

「啓発活動でご一緒した薬剤師の先生方を
見ていると、来場者の質問に的確に答え、
分かりやすく説明していた。そのコミュ
ニケーションの様子に、自分はまだまだ
だなと感じた。」

「憧れの選手を見に来たという女の子たちが
いました。その子たちが将来、アスリート
になるかもしれない。アンチドーピングを
知ってもらうことは大切だと思った。」

 ■ ドーピング検査の現場は？
「検査の対象が勝った選手とは限らないの
で、声をかけるタイミングが難しかった。」

「採尿が終わるまでが仕事だったので、３
時間くらい待つこともあり大変だった。」

「選手の一生に関わることなので、責任重
大。現場に立ち会い、その重みを知った。」

 ■ 経験をどう活かす？
「薬剤師になってからもスポーツに関わりたい。
この活動を通じて、将来はスポーツファーマシ
ストになりたいと思った。」
…………………………………………………………
「スポーツファーマシストになって、選手だけでな
く、スポーツに関わるすべての人の役に立ちたい。」
…………………………………………………………
「来場者に突然アンケートをお願いするので、コ
ミュニケーション能力が必要だと実感。座学で
は分からないことを学べた。」
…………………………………………………………
「座学では分からないことを体感し、知識欲が高
まった。」

岩手日報（2016.10.6）朝刊

参 加 し た 学 生 た ち の 声
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　  　医学部１年生20人が「希望郷いわて大会」をサポート２
　いわて国体に続いて10月22日から24日まで行われた「希望郷いわて大会」において、「ボランティア活動論（選
択必修）」を履修する医学部１年生20人が、サポートボランティアとして活動。盛岡南公園球技場いわぎんスタジ
アムで、４日間にわたって開催されたサッカー競技（知的障害者）の運営を支えました。
　競技に参加したのは、岩手県・東京都・静岡県・島根県・沖縄県・札幌市・大阪府の７チーム。学生たちは、そ
れぞれの担当チームに張り付き、出迎え、練習のサポート、試合の記録、荷物の管理など、つきっきりでお世話を
していました。また、事前に各チームを応援するフラッグを作り、試合中はそれを掲げて応援しました。
　一緒に過ごすうちに、選手団とのコミュニケーションもスムーズに。親しく会話を交わす様子も見られました。
かいがいしく働く学生たちに対し、大会の運営スタッフからは「よく働いてくれて、本当に助かっています」との
声が聞かれました。
　大会が次に岩手に巡ってくるのは、おそらく47年後。この得がたい経験は、きっと学生たちの今後に役立つこと
でしょう。

フォトアルバム
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トピックス

 平成28年度クラブ活動報告会が行われました
　12月５日（月）、矢巾キャンパス大堀記念講堂において、平成28年度クラブ活動報告会が行われ、祖父江学長をはじめ、
各学部の学生部長、各クラブの部長及び学生が出席しました。
　報告会では、総務局・体育局・文化局各代表の学生から、今年の活動報告と来年の行事予定や抱負が述べられました。
続いて、今年行われた各種体育大会で優秀な成績を収めた団体、学友会活動に貢献した文化部及び前学友会役員へ表彰
が行われました。

 安全対策講習会が行われました 西5階Ａ病棟でクリスマス会が行われました
　安全対策講習会が、12月21日（水）から11回（録
画映像による開催を含む）にわたって歯学部４階講堂
で行われ、総勢約1,100名の職員が参加しました。
　講習会では、北里大学病院診療情報管理士の荒井
康夫 先生（写真）を講師に迎えて「インフォームド・
コンセントに関して医療機関に求められた対応」と題
した講演が行われました。参加者は、インフォームド・
コンセントに関わる法令や北里大学病院における取組
みについて熱心に聴講し、インフォームド・コンセン
トに対する理解を深めました。

　12月22日（木）西５階病棟のプレイルームにおいて、
平成28年度のクリスマス会が行われました。
　この会は、西５階Ａ病棟に入院している子供たちや
その保護者の方々にクリスマス気分を味わって頂ける
よう毎年行われています。
　始めに青松支援学校の生徒さんによる「ふるさと」

「ビリーヴ」が演奏され、生徒さんが一生懸命奏でる
メロディに、時折涙を浮かべながら聞き入る方もいま
した。その後、西５階Ａ病棟スタッフによるクリスマ
スメドレーの演奏と人気ドラマ「逃げるは恥だが役に
立つ」の「恋ダンス」が披露され、会場は温かな空気
と笑顔に包まれました。
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 平成28年度高大連携ウインターセッションが行われました

 平成29年新年祝賀式が行われました

　12月25日（日）、26日（月）の２日間、矢巾キャンパス及び内丸キャンパスにおいて、いわて５大学（岩手大学、岩手
県立大学、盛岡大学、富士大学、本学）と岩手県教育委員会が主催する高大連携ウインターセッションが行われました。
　ウインターセッションは、高校生が大学に触れる機会を広く提供することで、進路意識の高揚と学力の向上につなげる
と同時に、高等学校と大学の連携を円滑にし大学の魅力を高めることを目的に、平成15年から行われています。
　今年度は、県内の高校生94名が医・歯・薬学部の講義や実習を体験し、最終日には受講生一人ひとりに修了証書が手
渡されました。体験後のアンケートでは、「大学で学んでいる内容をその場所で学べる新鮮さと内容に満足しました」といっ
た感想が寄せられました。

　１月４日（水）、創立60周年記念館８階研修室におい
て、平成29年の新年祝賀式が来賓、教職員約200名
の出席のもと行われました。
　祝賀式では、小川理事長からの年頭のご挨拶の後、
ラウンジに場所を移し懇親会が行われました。懇親会
では、祖父江学長から乾杯のご発声があり、本学創立
120周年という節目の年を迎え、教職員全員が一致団
結して本学の更なる発展に向け取り組んでいくことを誓
いました。

医学部実習
「倒壊家屋から傷病者を救え！〜がれきの下から初療室まで〜」

薬学部実習
「調剤体験」

全学部共通講義　祖父江 憲治　学長
「大学で何を学ぶのか」

歯学部　口腔保健育成学講座　歯科矯正学分野
佐藤 和朗　教授

「矯正歯科治療 痛いこと 痛くないこと」

岩手医科大学報2017. １｜11



表彰の
栄誉

第16回障害者スポーツ大会（希望郷いわて大会）における
ボランティア活動に対し感謝状が贈呈されました

　本学附属病院看護部の神原 栄子さん（写真右端）と中央
放射線部の松村 豊さん（写真左端）は、平成28年度の文部
科学大臣表彰（医学教育等関係業務功労）を受賞しました。
　この賞は、国立、公立及び私立の大学における医学又は歯
学に関する教育・研究若しくは患者さんの診療等に係る補助
的業務に関し顕著な功労のあった方々を表彰することにより、
関係職員の士気を高揚し、医学又は歯学教育の充実向上を図
ることを目的として、昭和49年から実施されています。
　神原さんは昭和54年４月に、松村さんは昭和57年４月
にそれぞれ採用され、本学における医学教育・研究及び大
学病院における患者さんの診療等を支える業務に長年にわ
たって精励し、本学医療の資質向上に貢献されています。

　平成28年10月22日（土）から24日（月）に岩手県で開催
された第16回全国障害者スポーツ大会（希望郷いわて大会）
において、選手団サポートのボランティア活動に尽力し、「広
げよう感動。伝えよう感謝。」のスローガンの実現と大会の
成功に大きく寄与したとして、岩手県より感謝状が贈呈さ
れました。
　本法人が設置する岩手医科大学、岩手看護短期大学、岩
手医科大学医療専門学校それぞれの学生が、つきっきりで
各県選手団のサポートや応援を行いました。初めての経験
にも関わらず、どの学生も精力的に活動し、選手団、大会
関係者からも感謝の言葉を頂きました。

神原 栄子 看護師・松村 豊 主任診療放射線技師が
文部科学大臣表彰（医学教育等関係業務功労）を受賞しました

小川理事長、祖父江学長との記念撮影

岩手医科大学

岩手医科大学医療専門学校岩手看護短期大学
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　泌尿器科学講座は、1966年４月に皮膚科泌尿器科講
座から分離独立したことに始まり、昨年で開講50周年を
迎えました。現在は総勢12名で診療・教育・研究の３本
柱を基軸に講座運営を行っています。
　診療は、尿路や生殖器に関係する疾患を対象に、悪
性腫瘍や排尿障害をはじめ、尿路結石症や尿路感染症、
小児・女性泌尿器疾患、さらには腎疾患および血液浄化
療法に至るまで幅広く精力的に取り組んでいます。特に、
2013年からは県内でいち早くロボット支援手術を導入し、
前立腺癌に対する根治術に加え、昨年からは小径腎癌に
対する腎部分切除も開始しました。
　また、患者様に還元する研究を発信し医学の発展に寄
与すべく、前立腺発癌に関する全ゲノム解析を行うと共に、
網羅的遺伝子発現情報解析に基づいた抗癌剤の感受性
予測法や、新しい治療法としてがんペプチドワクチン療法
を開発し、患者様に提供するまでに至っています。

　医歯薬総合研究所腫瘍生物学研究部門は、難治性悪
性腫瘍や希少がんを対象として新規治療法の基礎研究
を行っています。発見が遅れ、進行がんになってしまうと
極めて予後不良な膵癌、悪性黒色腫、悪性中皮腫などは、
まだまだこれといった標準治療が開発されていないのが
現状です。製薬会社も患者数の少ないがん種に対しては、
多額の資金を投入して新規分子標的治療薬を開発しても
なかなか元が取れないので、どうしても後手に回ってしま
います。希少がんに対して挑戦的治療法の開発研究を展
開することは，税金を頂いて研究を行っている大学の使
命の１つではないかと思います。
　スタッフ３名の小さな所帯ですが、医歯学部から若い７
人の大学院生が来ています（写真撮影時、学会、診療で
２名不在）。子育て中のお母さんもいます。和気藹 と々し
た雰囲気でやっています。研究に関しては皆様の御指導

　いわてこどもケアセンターは、東日本大震災後、岩手
県の委託によって設立されました。酒井明夫センター長、
八木淳子副センター長のもと、医師、看護師、精神保健
福祉士、社会福祉士、臨床心理士、作業療法士、保育士、
事務など総勢24名のスタッフで構成されています。矢巾
中央センターでの児童精神科外来の他、週１日は沿岸被
災地３か所（宮古・釜石・大船度）の巡回診療を行って
います。
　震災後５年を経た今、震災だけではなく、不登校、発
達障害など様々な問題を抱える子どもたちが受診してい
ますが、当センターでは保護者の了解のもと、学校や地
域の福祉機関、小児科などとも連携しながら支援をすす
めています。また、子どものＰＴＳＤへの専門療法として
ＴＦ−ＣＢＴ（トラウマフォーカスト認知行動療法）の実践・
研究や、沿岸被災地での３歳児コホート調査も行い、得

　平均年齢の若い講座ですが、若さを活かした機動性や
柔軟性を武器に、今後も大学や講座の発展を目指して積
極的に活動していきたいと考えています。

（講師　高田　亮）

をお願いしたいことがたくさんあります。よろしくお願い
します。

（特任教授　前沢　千早）

られた知見を岩手県の子どもの心の健康や大規模災害
後の中長期支援に役立てることを目指しています。

（主任臨床心理士　三浦　光子）

泌
尿
器
科
学
講
座

腫
瘍
生
物
学
研
究
部
門

い
わ
て
こ
ど
も
ケ
ア
セ
ン
タ
ー

107

岩手医科大学報2017. １｜13



　今回は木の花会館１階のフードコート「このはな」についてです。
以前学生職員食堂が中庭にあって「ホール」と呼ばれていたこと
を知っている方はどの位いらっしゃるでしょうか？「ホール」のネギ
ラーメンは今より薄めのスープにキムチネギが満載でそのネギが今
以上に甘みがあって絶妙でした（週替わり麺で復活しないかと密か
に期待しています）。「このはな」で、以前から気になっていたこと
を伺ってみました。【その１】ラーメンや汁物にたっぷり乗る刻みネ
ギの辛みがないですが何か秘密が？（水にさらすか一晩冷やすとい
う私の予想はハズレ）→午前に刻んで何もしていません。【その２】
そば、うどんのだしが美味しく化学調味料が入っていないようです
が？→昆布とかつおだしに醤油を吟味し、従業員の皆さんで研究
を重ねて今の味になりました。【その３】バラエティに富んでいる日

  私は、2016 年 7 月 25 ～ 29 日岐阜大学医学生理学講座にお
いて開催された基礎医学系の新しい実習スタイルとしての「基
礎統合実習」に参加する機会をいただきました。この実習は、
初期研修後の基礎医学系への志望者が激減している現状から、
生理学研究者のみならず将来の基礎医学系への人材リクルート
の具体的なモデルとして行われ、今年で12回目を迎えます。様々
な大学から来た各学年でチームを組んで互いに意見を交わしな
がら実験を進めていくグループ実習でした。内容は各々のグルー
プに与えられた患者さんの状態や病歴などが書かれた課題か
ら、どのようにしたらその病気を改善できるかを含めた治療など
の仮説を立て、その仮説を立証するための実験のプロトコルを
一から検討し、その実験結果と仮説とのずれを検証することを、
すべて学生自らが考えて行う実習でした。
　私は、生理学は、自分の体内で起こっている事象を取り上げ
ていて、とっつきやすく、一度仕組みを理解すれば、すんなり
と頭に入ってきやすい学問だと考えています。今回、私がこの
実習に参加しようと決めたきっかけは、座学で学んだばかりの
生理学の知識を、実習という手と頭を動かすことを通じて、しっ
かり自分のものにしたいと強く思ったからです。しかし、実際は
本格的に今回のような実験を行ったことがなく、実験用語もほ
とんど知らない状態での参加だったため、大変不安でした。
　実習の 2 日目から本格的に実験が始まりましたが、まずは実
験の道具を揃えるところからのスタートでした。分からないとこ
ろや疑問に感じたところは、今回の実習に協力をしてくださって
いる先生方に尋ねるよりも前に、まずは自分たちのグループ内
で解決をしようと心がけ、その際に出た最終意見を先生に伝え
て、次の工程に進むという形で行いました。先生方はもちろん

替わり弁当やランチ、定食はすべてその日に仕込みをしているので
すか？→前日から仕込むこともあり、飽きが来ないように栄養士さ
んがメニューに工夫を凝らしています。【その４】かき揚げがとても
ビッグですが？→ 「うちの名物です。」カレールーやラーメンのスー
プは「ホール」時代からの味を守り、赤字覚悟でボリュームのある
定食やランチを提供して下さっています。
　最後に幻のメニューを。日替わりランチがハヤシライスの時だけ
提供される、ハヤシのルーをかけたオムライス「オムハヤシ」です。
すぐ売り切れになる人気メニューですのでチャンスがあったらぜひ
味わってみて下さい（写真はオムハヤシではなくインド風オムライス
です）。 　

（編集委員　佐々木さき子）

答えや正しい結果を知っています。生理学を学んだばかりの私
たちがしなくてはならないことは、自分たちの持っている生理
学だけの知識に限らずあらゆる知識を終結させ、目の前の仮説
を基にして考えた実験を行い、理屈の通った結論を出すことで
す。すぐに答えを聞いてしまっては、知識は定着しないという事
を身をもって体験しました。
　生理学という学問が、これから進級し、専門科目をどんど
ん学んでいく上で、大切な基礎科目となると改めて感じました。
基礎科目は、理屈をつけてでも正確に理解し定着させること
が大切であると、岩手医科大学での生理学の授業中だけでは
なく、他の科目の授業の際にも何人もの先生方が繰り返しおっ
しゃっていました。例え遠回りのように見えても、その場の暗
記で済ませることなく、じっくりと学ぶことは、これから先の学
年で専門科目を学ぶ上で、とても近道になると強く身を持って
感じた実習でした。

編集委員コーナーNo.14　～木の花会館１階フードコート「このはな」～ 

後列左から２人目が筆者

基礎統合実習に参加して
医学部２年  渡邊 翠

学生寄稿
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１．教員の人事について 
医学部救急・災害・総合医学講座総合診療医学分野　教授
　下沖　収（現　岩手県立千厩病院　病院長）

（発令年月日　割愛の状況による）
　統合基礎講座薬理学講座病態制御学分野　教授
　小笠原　正人
　（前 愛媛大学大学院医学系研究科器官・形態領域薬理学講座 准教授）

（発令年月日　平成29年1月1日）
２．岩手県高度救命救急センター長の選任について 

岩手県高度救命救急センター長　　
　井上　義博 （救急・災害・総合医学講座救急医学分野  教授）
 （任期　平成28年12月１日から平成31年３月31日まで）

３．学則の一部改正について
　在学年限（第２条第３項）及び別表１（第６条関係：
看護学部）、別表２（第30条関係：薬学部前期卒業）を
一部改正することを承認

（施行年月日　平成29年４月１日）
４．平成28年度給与改定及び12月期末勤勉手当等の支給について
５．矢巾新病院開設許可申請の届出について 

　矢巾新病院の開設に向けて、来年４月の工事着工、平成31
年９月の開院予定で現在準備を進めているが、工事に着手す
るためには医療法に基づき、岩手県知事宛に病院開設申請
書を提出し許可を得る必要があることから、原案どおり届出
することについて承認

理事会報告　（11月定例−11月28日開催）
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編集後記

　今号が皆様のお手元に届く頃は寒中の最
中。お風邪など召されぬよう、ご自愛いただ
ければと存じます。それでも、冬が終わると
看護学部の新入生もあらたに加わり、益々
賑やかになることと期待しております。そし
て、120周年です。岩手医科大学の歴史をた
どり、未来をみつめる。今年はそのような年
になるのでしょうか。それでは、今年も大学
報をよろしくお願いいたします。

（編集委員　藤本　康之）

《岩手医科大学報編集委員》

小川　　彰
影山　雄太
松政　正俊
齋野　朝幸
成田　欣弥
佐藤　　仁
藤本　康之
白石　博久
藤澤　美穂

米澤　裕司
山尾　寿子
菊池　初子
佐々木さき子
佐々木忠司
熊谷　佑子
畠山　正充
菅原　侑子
武藤千恵子
髙橋　　慶



病理標本の作製過程と注意点

される。最終的に未染色標本にHE染色、必要に応じて、
各種特殊染色や免疫染色が行われ病理診断医のもとに
届けられる。通常生検検体は提出から標本作成完了まで
２～３日、手術検体は切り出しや標本数の多少によって１
週間から10日程要する。

●病理診断から依頼者への報告
　作製された標本は病理診断医より病理診断が行われる。
生検は報告書の提出まで４日前後、手術標本は10 ～ 14
日である。診断困難な症例や特殊染色が必要な症例に
ついては診断確定までにさらに時間を要する。
　標本の提出方法を含め標本作製から病理診断医の鏡
検に至るまでの過程を紹介した。病理標本の作成には多
くの過程があり、標本作製から診断にかかる時間を踏ま
え病理診断を依頼することが適切かつ円滑な医療を行う
ために必要である。

　今日の日常診療において、確定診断に病理診断は必要
不可欠であり、患者さんの治療方針の決定に重要な役割
を担っていることは周知の事実である。しかし、病理標
本の作製過程や作成に要する時間に関して認識は充分と
はいえない。本稿では検体の提出方法を含め標本作製か
ら病理診断医の鏡検（顕微鏡での観察）・報告に至るま
での過程を紹介する。

●検体採取から病理診断依頼まで
　病理検体には生検検体と手術検体がある。いずれの
検体も固定には10%中性緩衝ホルマリン液が用いられる。
検体は時間の経過とともに自己融解が始まる。自己融解
し固定状態が不良となった検体は診断に多大なる支障
を来す。検体は採取後速やかに固定することが望ましい。
時に生理食塩水に浸した状態での検体提出がみられるが、
これは診断困難の要因となり得るので絶対にしてはいけ
ないことである（禁忌）。

●病理標本作成の過程
　組織の固定時間は検体の大きさにより異なる。生検検
体は微小で固定に要する時間は短い。一方、手術検体は
胃や腸などの管腔臓器から肝臓などの充実性臓器もあり
固定前に割を入れておくことも重要である。これは、ホル
マリンの浸透時間が１～２mm/hrであることを考えれば
当然の事といえよう。また、骨は脱灰（固くなる要素であ
る石灰分を溶かし柔らかくすること）を要し切り出しまで
に相当の時間がかかることも理解すべきである。
　提出された手術検体は病理医により切り出しが行われ
る。切り出しは適切な肉眼診断を行った後、最も病態を
反映する部分を標本にすることを目的とした重要な過程
である。また、切り出しには病変の観察のほか、臨床情
報も重要であり充分な臨床情報の記載が望まれる。切り
出した組織は30x25mmのカセット内に収まる大きさに分
割し適切な個数を作成する。切り出しは各種癌の取り扱
い規約に準じて行うことが推奨されている。次いで、標
本の脱水・脱脂、脱アルコール、パラフィン浸透（組織に
薄切可能な硬度を与えるためにパラフィンをしみ込ませる
こと）を検体前処理装置にて行うが、この過程に18時間
の時間を要する。パラフィン浸透した組織は包埋処理さ
れ、パラフィンブロックが作成される。その後、約３μm
の厚さで薄切され、プレパラート（未染色標本）が作成
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